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第1章 .事業の実施概要 

1 .業務実施の目的 

南城市においてはこれまでに、小中学生を対象に乗り方教室を実施する等、令和元年度より運行して

いる市内線バス「Nバス」（コミュニティバス）の継続的な利用促進に力を入れている。 

本事業では、N バスの路線網が市内全域に整備されていることを活かした南城市独自のモビリティ・マ

ネジメント教育の仕組みを確立するほか、副読本等の学習ツールの作成による市内どの学校においても

一貫したモビリティ・マネジメント教育の実施が可能な環境づくりを目的に、令和 6 年度から令和 8 年度の

3箇年にわたり実施する。 

初年度の令和 6 年度は、昨年度エコロジーモビリティ財団の教員支援制度を活用し交通環境学習を

実施した佐敷小学校をモデル校として授業を実施し、交通環境学習を試行するとともに、副読本等の学

習ツールの検討を目的に実施した。 

 

2 .交通環境学習に関するこれまでの取組 

佐敷小学校では、令和 5年度に下記の概要で交通環境学習が実施されている。 

表 1-1. 佐敷小学校での令和 5年度の交通環境学習の実施概要 

項目 内容 

学習名称 南城市の Nバスを利用した歴史史跡巡り（ふるさと学習） 

テーマ (1)南城市内を走る Nバスを利用して「市内歴史史跡巡り」を児童目線で創る過程での中

で、自分たちの住む地域や南城市の良さについて再認識する。 

(2)地域の歴史等に目を向け、体験をしながら課題を発見し、小学生なりの方法で諸課題の

解決のために積極的に関わり調査し、実践力を養う。 

(3)自分たちの創った Nバス利用が、これからの南城市の観光やまちづくりに貢献でき社会

に働きかける機会となり、より自分事としてかかわる力を育てる。 

実施教科 総合的な学習の時間、国語、社会科、英語、家庭科 

実施 

単元数 

「平和発信地 沖縄！ 佐敷！」(総合） 70時間 

「町の未来をえがこう！ 町の幸福論-コミュニティデザインを考える」(国語） 13時間 

「戦争と人々のくらし」(社会科） 7時間 

「平和で豊かな暮らしを目指して」(社会科） 8時間 

「世界の人々とともに生きる」（社会科） 8時間 

「共に生きる地域での生活」（家庭科） 4時間 

「持続可能な世界を生きる」（家庭科） 4時間 

「This is my town」（外国語） 8時間 

対象 6年、3学級、73名 

実施内容 総合的な学習の時間を柱に、各教科を横断的な学習として取り組まれている。 

平和学習を入口として、南城市内の平和史跡調べ、身近な平和に関連する史跡等を調

べた。その後、南城市の平和やよさを発信できる場所等にも子ども達の関心が広がっていっ

た。市内に点在する平和史跡や市のよさを発信できる場所等を、Nバスを利用してめぐる

ルートを自分たちで考えていく中で、Nバスの利用やその良さを知り、提案などを行った。観

光協会や、Nバスの協力を得て、地域物産館がんじゅう駅でポスター掲示等の提案を実施

してもらった。 

出典：令和 5年度 モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）に関わる教員支援制度実施結果報告書 
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図 1-1.令和 5年度の佐敷小学校の取組の学習の流れ 

出典：令和 5年度 モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）に関わる教員支援制度実施結果報告書 
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図 1-2.令和 5年度の佐敷小学校の取組の実施状況 

出典：令和 5年度 モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）に関わる教員支援制度実施結果報告書  
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3 .事業の実施概要 

本事業では、Ｎバスの路線網が市内全域に整備されていることを活かした南城市独自のモビリティ・マ

ネジメント教育の仕組みを確立するほか、副読本等の学習ツールの作成による市内どの学校においても

一貫したモビリティ・マネジメント教育の実施が可能な環境づくりを目的に、令和 6 年度から令和 8 年度の

3箇年にわたり実施する。 

今年度の事業は、昨年度エコロジー・モビリティ財団の教員支援制度を活用し交通環境学習を実施し

た佐敷小学校をモデル校として授業を実施し、副読本別冊の作成に向けた検討、学習導入ツールの作

成、交通環境学習の施行や、ツールの作成、横展開として市内小学校での交通環境学習等の事業を実

施した。 
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第2章 .交通環境学習プログラムの検討 

1 .3箇年における事業実施の流れの整理 

事業の実施目的を踏まえ、令和 6 年度から令和 8 年度の 3 箇年において、今後、市内の全小学校を対

象に、副読本別冊による交通環境学習プログラムの実施に向け、モデル校である佐敷小学校を中心に、以下

の流れで進めていくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1.3箇年における事業実施の流れ 

  

副読本別冊による総合学習での授業（全小学校）、自走化 
令和 9年度 

以降 

有識者・交通政策課による授業 

副読本案による総合学習等での授業（全小学校） 

副読本別冊策定 令和 8年度 

（3年目） 
3年目の評価 

有識者による授業 

交通政策課による授業 

総合学習等での授業 

副読本別冊構成案検討 

交通政策課による授業 

総合学習等での授業 

有識者による授業調整 

交通政策課による授業調整 

副読本別冊構成案の作成 

2年目の評価 

令和 7年度 

（2年目） 

有識者による授業 

交通政策課による授業 

総合学習等での授業 

学習導入ツールの素材案作成 

交通政策課による授業 

総合学習等での授業 

有識者による授業調整 

交通政策課による授業調整 

学習導入ツールの作成 

先進地視察 

1年目の評価 

令和 6年度 

（1年目） 

モデル校（佐敷小学校） 市内小学校 事務局等 
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2 .令和 6年度事業の実施内容の検討 

今年度の取組は、はじめに、市交通政策課による授業で市内の公共交通の状況や、活用の方法等を知っ

てもらい、その後、複数回の総合学習の時間で、今年度実施したい取組を児童に検討してもらい、その中で N

バスへの愛着醸成や、学習ツールの作成につながるような取り組みを実施する流れで進めていった。 

モデル校の佐敷小学校では、6 年 1 組と 2 組の 2 クラスで取組を実施したが、市交通政策課による授業

に加え、有識者による授業も実施した。また、知念小学校では 4年生を対象に実施した。 

 

 

表 2-1. 令和 6年度事業の実施内容 

区分 取組名 取組概要 

モデル校 

（佐敷小学校） 

有識者による授業 名桜大学特任教授の寺本氏、バスマップ沖縄主宰の

谷田貝氏による授業を実施 

市交通政策課による授業 南城市交通政策課による授業を実施 

乗車体験 児童たちが考えた行程で、乗車体験を実施。 

おきなわワールド訪問 

ツール作成 利用促進につながるツールとして、缶バッチや、トラン

プ、かるた、絵本、替え歌等を作成 

Ｎバス車内の飾りつけ 地域バスへの愛着醸成、利用促進に向け、クリスマスの

Ｎバスの車内の飾りつけを実施 

市内小学校 
（知念小学校） 

市交通政策課による授業 南城市交通政策課による授業を実施 

乗車体験 児童たちが考えた行程で、乗車体験を実施。 

美らいちご等訪問 

Ｎバス車内の飾りつけ 地域バスへの愛着醸成、利用促進に向け、バレンタイン

デーのＮバス車内の飾りつけを実施 

事務局 先進地視察 MM教育の先進地である札幌市を視察 
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第3章 .交通環境学習プログラムの施行 

ここでは、第 2章で示した交通環境学習プログラムの実施状況について整理した 

 

1 .モデル校（佐敷小学校）における施行 

1-1 .市交通政策課による授業 

総合学習の時間を使って交通環境学習プログラムを進めるにあたり、N バスをはじめとする南城市の公共

交通の現状や、公共交通に関して利用できる情報等を知ってもらうため、市交通政策課による授業を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【授業での説明内容】 

●南城市の公共交通 

●南城市の公共交通再編までの取組み 

●N バスの利用状況 

●モビリティ・マネジメント教育 
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■授業に使用したスライド 
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1-2 .有識者による授業（谷田貝氏） 

沖縄県内の路線バスの実態に精通している「バスマップ沖縄」主宰の谷田貝氏より、質問への回答という形

式で、バス車両の大きさの違いや、利用目的の違いなどについて紹介していただき、その後、Nバスとそれ以外

のバスの違いについて考えてもらう授業が行われた。児童からは、特に、色々な種類のバスがあることについて

の関心が高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1.谷田貝氏による授業の状況 
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■授業に使用したスライド 
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1-3 .有識者による授業（寺本氏） 

交通エコロジー・モビリティ財団のモビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）普及検討委員会の委員でも

ある名桜大学特任教授の寺本氏より、南城市の地域資源である N バスについて、児童やその家族の利用促

進に向けて、多角的な視点から気づきを生みだすことを目的に事業が実施された。6年 1組では「使ってよし・

乗ってよしの N バスの魅力アップ」をテーマに、南城市外や県外の方に N バスを知ってもらうアイデアを出し合

う授業が行われた。6 年 2 組では、南城市の公共交通についての講話や、N バスを使って市内の観光地へ

行った校外学習などの経験をもとに、N バスの魅力を伝えるために絵本やカルタなどの作品がつくられた。なお、

授業の実施状況については、地元紙の沖縄タイムス 2025年 1月 30日付に掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.寺本氏による授業の状況 
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■寺本氏作成の指導案 
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1-4 .乗車体験 

総合学習の時間を使って、児童が検討した乗車体験の企画にもとづき、①N バスを通して南城市の魅力を

発見する、②観光客の目線で N バスを利用して良さを見つけるの 2 つの目的のもと、おきなわワールドまでの

体験乗車が実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.児童が作成した乗車体験のしおり  
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図 3-4.乗車体験の状況 
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1-5 .総合学習での授業 

総合学習の時間を使って、児童に自動車と公共交通のメリット・デメリットを考えてもらい、グループで話し

合った結果を整理したもらった。また、交通環境学習で学んだこと、取り組んだことを成果として発表も実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5.総合学習での検討材料  
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以下に児童がとりまとめた、総合学習事業での公共交通と自家用車のメリット・デメリットのとりまとめ結果を

添付している。 
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1-6 .学習発表会での発表 

学習発表会では「南城市の魅力発見！〜Nバスとつながるまちのよさをひろげようプロジェクト〜」をテーマに

発表を行った。世界文化遺産の斎場御嶽など N バスで巡った市内の名所の魅力を伝えるプレゼンテーション

を実施し、作成した絵本やカルタ、トランプ、すごろく、缶バッジ、ぬいぐるみ、LINE スタンプなど、グループごとの

ツールを紹介した。最後は全員で Nバスの良さを伝えるアニメソングの替え歌を披露した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6.学習成果の発表状況 
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1-7 .ツールの作成 

今年度の学びの成果を活かし、N バスの利用促進のためのツールとして、缶バッジや絵本、トランプ、かるた、

ぬいぐるみ、替え歌等が作成された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7.缶バッジ                     図 3-8.トランプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9.かるた                       図 3-10.ぬいぐるみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11.動画    
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児童が作成した絵本の素案 
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1-8 .Nバス車内の飾りつけ 

地域のバスへの愛着醸成、利用促進に向け、児童により Nバス車内をクリスマス仕様にする飾りつけを行っ

た。参加した児童からは「N バスでクリスマス気分を味わえます。帰りのバスに乗るのが楽しみ」といった感想が

寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11.Nバス車内のクリスマスの飾りつけ 
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2 .市内小学校（知念小学校）での施行 

2-1 .市交通政策課による授業 

佐敷小学校同様に、知念小学校においても、市交通政策課による授業が実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-12.市交通政策課による授業の状況 

 

  

【授業での説明内容】 

●南城市の公共交通 

●南城市の公共交通再編までの取組み 

●N バスの利用状況 

●モビリティ・マネジメント教育 

●N バスマップの見方 
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2-2 .乗車体験 

Nバスマップを活用し、児童自身で目的地までどのバスで何時に行くかを調べ、計画を立てて Nバスに乗

車した。乗車中は、優先席があることや、Nバスの現在地がわかるバスロケーションシステムがあることで、利便

性向上につながっていることなど身をもって経験することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13.乗車体験の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14.乗車体験後の感想  
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2-3 .Nバス車内の飾りつけ 

佐敷小学校で、N バス車内のクリスマス仕様の飾りつけが好評だったため、横展開として、知念小学校にお

いても地域バスへの愛着醸成、利用促進を目的に、N バス車内をバレンタイン仕様に飾りつけを行った。参加

した児童からは、「乗った人がすごいと思ってくれるように飾った」、「細かい飾りを天井に付けることが大変だっ

たけど、うまく飾れた。このバスに乗ることが楽しみ」といった感想が寄せられた。なお、授業の実施状況につい

ては、地元紙の沖縄タイムス 2025 年 2 月 13 日付に掲載され、児童の自己肯定感が高まる取組にもつなげ

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15.Nバス車内のバレンタインデーの飾りつけ  
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3 .市 HPでの広報 

本事業の主な取組については、市 HPにて広報活動を行った。 

 

3-1 .佐敷小学校の Nバスのクリスマス飾りつけ 
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3-2 .佐敷小学校でのモビリティマネジメント授業 
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3-3 .佐敷小学校成果発表 
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3-4 .知念小学校の Nバスバレンタインデーの飾りつけ 
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第4章 .先進地域の視察 

早くから小学校でモビリティ・マネジメント教育に取り組み、これまでにJCOMM（日本モビリティ・マネジメント会

議）で 4 回もポスター賞等を受賞するなど先進的な取組を行っている北海道札幌市に先進事例視察を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1.令和 5年度 JCOMMポスター賞受賞の発表用ポスター  
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札幌市での先進地視察では、2 日目に札幌市立緑丘小学校研究授業見学、研究授業後の討議への参

加、3日目に札幌市との意見交換、北海道開発技術センターの新保氏との意見交換を行った。 

 

 

表 4-1. 先進地視察の概要 

日 時間 訪問先等 

12/17（火） 9：00～12：00 札幌市内視察 

・路面電車乗車 

14：25～15：10 札幌市立緑丘小学校研究授業見学 

15：20～17：00 研究授業後の討議へ参加 

12/18（水） 08:15～09:30 札幌市意見交換 

10：00～11：00 北海道開発技術センター 新保元康氏との意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2.研究授業の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3.研究会後の討議の実施状況             図 4-4.新保氏との意見交換の実施状況 
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第5章 .委員会の運営 

1 .第 1回委員会 

1-1 .議事次第 
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1-2 .会議資料 

（1）これまでの Nバスの取組について 
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（2）モビリティ・マネジメント教育（交通環境学習）支援事業の 趣旨および方向性について 
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2 .第 2回委員会 

2-1 .議事次第 
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2-2 .会議資料 

（1）資料①令和６年度 南城市モビリティ・マネジメント教育実施報告 
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（2）資料②令和 7 年度スケジュール案について 
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第6章 令和 6年度事業の評価と令和 7年度事業の進め方 

1 .令和 6年度事業の評価 

「取組の実施状況」、「効果（児童の関心の高まり等）」、「次年度以降の継続性」の 3 つの視点か

ら、令和 6年度事業の評価を行った。 

 

1-1 .取組の実施状況からみた評価 

●取組については、概ね予定通り実施。 

●小学校での具体的な取組については、児童の意向をもとに進めており、クラスによる取組の熟度

差がみられた。 

●知念小学校でも横展開の実施が出来たことにより関係性の構築に繋がった。 

 

1-2 .効果（児童の関心の高まり等）からみた評価 

●児童からは、環境面や総合的な視点等から自家用車とＮバスを比較した結果、Ｎバス支持が上がっ

たことを踏まえると、MM教育の成果が反映されていると思われる。 

●MM教育の導入ツール作成は、積極的にアイデアを出し合い、取り組んでいたので、関心は高かっ

たと思われる。 

●児童から成果品を活用する旨の提案書が出されたこともあり、児童が作成した成果品のうち、低

学年向け教材として活用が見込める絵本を市内小学校へ配布するために作成。 

 

1-3 .次年度以降の継続性からみた評価 

●MM教育導入ツールの作成中。(次年度以降授業等で活用予定) 

●モデル校(佐敷小学校)の 2クラスでの実施状況を踏まえ、授業計画の見直しを行う必要がある。 

●副読本別冊の策定に向け、教育委員会、学校現場と引き続き連携していく必要がある。 
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2 .令和 7年度事業の進め方（案） 

2-1 .実施スケジュール（案） 

令和 7 年度は、副読本別冊の構成案作成に向け、以下のスケジュールでの実施を想定している。 

 

表 6-1. 令和 7年度事業のスケジュール（案） 
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2-2 .令和 7年度事業の実施方針 

（1）事務局 

●3 ヵ年計画にもとづき、2 年目の令和 7 年度は、副読本別冊の作成に向け、授業を実践していく

よう調整を行う。 

●教育委員会と連携し、副読本別冊の構成案を検討。出来るだけ構成案に沿った授業を進めていく

よう取組み、実践を通じ、副読本別冊の構成内容等の議論を行う。 

●議論が整い次第、令和 8年度を待たずして実施可能な場合、作成に向け着手する。 

 

（2）モデル校(佐敷小学校) 

●副読本別冊の作成に向け、授業を実践していく。実践の中で、指導主事等を含め学校現場・教育委

員会・事務局と連携していく。 

●副読本別冊の構成案を意識し、実践を通じて、副読本別冊の内容の議論を高められるよう取組み

を行う。 

●児童へのアンケート調査を行い、取り組みの評価を行う。 

 

（3）その他市内小学校 

●小学 4年生を対象に、交通政策課の出前授業 1時間・先生による授業 1時間の計２時間を市内全

小学校で実施するように校長会・教頭会で依頼し、取り組みを行う。 

●佐敷小学校での取り組みを踏まえ、自走化を意識したMM教育の取組を行う。 

●児童へのアンケート調査を行い、取り組みの評価を行う。 

 

（4）その他 

●Nバスの愛着醸成に寄与すると思われる Nバス車内の飾りつけについては、定形化を目指し市内

各小学校にて実施する。 


